
ご使用いただける内蔵CD-RW ドライブの規格が
SCSI からATAPIに変わりました

各取扱説明書内の記述（●と表記）を以下の内容（→と表記）にお読み替えください。

※ 関連記述の（オ）はオペレーションガイド、（リ）はリファレンスガイド、（チ）はチュートリアルガイド、（ver1.2/1.3）は
ver1.2、1.3の追加変更点の内容を表しています。

内蔵できるCD-RWドライブ
● インターフェイス：SCSI-2
→ インターフェイス：ATAPI

AW4416に内蔵できるCD-RWドライブの規格がSCSI
からATAPI に変わりました。
ヤマハで動作確認したモデルは下記のインターネット
URLで確認できます。
http://www.aw4416.com/

関連記述： CD-RWドライブについて（オ）P.5

ドライブの設定
● 内蔵CD-RW ドライブのSCSI ID を“6”以外に設定し
てください。

→ 内蔵CD-RWドライブを“SLAVE”に設定してください。

ATAPI 機器には SCSI ID という概念はありません。
SLAVE 以外に設定するとAW4416は起動しません。

ジャンパースイッチの SLAVE の位置にショートピンを
差し込んで設定します。ジャンパースイッチは CD-RW
ドライブのリアパネルにあります。ショートピンは CD-
RWドライブに付属のものをご使用ください。

詳しい設定方法はお使いの CD-RWドライブの取扱説明
書をお読みください。

関連記述： CD-RWドライブのSCSI ID について（オ）P.5

● ヤマハ製 CD-RWドライブを内蔵する場合は、工場出荷
時に SCSI ID が“3”に設定されています。

→ ヤマハ製 CD-RWドライブを内蔵する場合は、工場出荷
時に“SLAVE”に設定されています。

そのままの設定でご使用ください。
関連記述： CD-RWドライブのSCSI IDについて（オ）P.5

外部SCSI機器の取り付け→取り付け方法 （オ）P.11
デモソングをCD-ROM からAW4416 のハードディ
スクにリストアする（チ）P.8

内蔵 CD-RW ドライブを取り付けて最初に電源を入れたと
き、内蔵CD-RWドライブは“ATAPI”を選択してください。

内蔵CD-RW ドライブの取り付け
ATAPI と SCSI ではコネクタ形状が異なっています。
AW4416に付属のATAPIケーブルと内蔵CD-RWドライ
ブのコネクタ形状が合わない場合には無理に差し込まない
でください。

関連記述： CD-RWドライブの取り付け→取り付け方法（オ）P.7

外部SCSI 機器の取り付け
● 複数台の SCSI 機器を接続する場合は、内蔵 CD-RWド
ライブも含め、SCSI IDが重複しないようにご注意くだ
さい。

→ 複数台の SCSI 機器を接続する場合は、SCSI IDが重複
しないようにご注意ください。

内蔵CD-RWドライブがSCSI機器ではなくなったため、
外部 SCSI 機器の取り付けには関係ありません。

関連記述： 外部SCSI機器の取り付け→取り付け方法 （オ）P.11
●SCSI ID の確認（オ）P.12
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AW4416の設定
● AW4416が起動しないなどのエラーが起きる場合は、一
方のターミネーターを解除してみてください。

→ AW4416が起動しないなどのエラーが起きる場合は、外
部SCSI機器のターミネーターを解除してみてください。

内蔵 CD-RW ドライブが SCSI 機器でなくなったため、
AW4416 のターミネーターは常にオンにしておく必要
があります。

関連記述： ターミネーターについて（オ）P.12
UTILITY 画面→Prefer.3ページ（リ）P.37

マニュアルの表記
● SCSI 機器（内蔵 CD-RW ドライブ、外付けハードディ
スク、MOドライブなど）

→ 内蔵CD-RW ドライブ、SCSI 機器（外部CD-RW ドラ
イブ、ハードディスク、MOドライブなど）

関連記述： ソングをバックアップする（オ）P.240
ソングをリストアする（オ）P.242
FILE 画面→Backup ページ（リ）P.28
FILE 画面→Restore ページ（リ）P.30
FILE 画面→Disk Util. ページ（リ）P.31

ドライブの選択
● [DATA/JOG] ダイアルを使って、SCSI 機器の ID 番号
を選択してください。

→ [DATA/JOG] ダイアルを使って、ドライブを選択して
ください。

内蔵 CD-RW ドライブの場合は“ATAPI”を、外部 SCSI
機器の場合は該当するSCSI ID を選択します。

関連記述： ソングをバックアップする（オ）P.240
ソングをリストアする（オ）P.242
FILE 画面→Backup ページ（リ）P.28
FILE 画面→Restore ページ（リ）P.30

● [DATA/JOG] ダイアルを使って CD-RW ドライブの
SCSI ID 番号を選択し、[ENTER] キーを押してくださ
い。

→ [DATA/JOG] ダイアルを使ってCD-RWドライブを選
択し、[ENTER] キーを押してください。

内蔵CD-RWドライブの場合は“ATAPI”を、外部CD-RW
ドライブの場合は該当する SCSI ID を選択します。

関連記述： CD-RWメディアを消去する（オ）P.248
データを書き込んだ CD-R/RW メディアを再生する
（CDプレイ機能）（オ）P.257
FILE画面→Disk Util. ページ（リ）P.31
SAMP.PAD画面→CD Import ページ（リ）P.82
SAMP.PAD画面→WAVImportページ（リ）P.84
EDIT画面→CD Import ページ（リ）P.108
EDIT画面→WAVImport ページ（リ）P.110
デモソングをCD-ROM からAW4416 のハードディ
スクにリストアする（チ）P.8
EXPORTコマンドを使ったWAVファイルの書き出し
（ver1.2/1.3）P.8

● [DATA/JOG] ダイアルを使って、AW4416に内蔵さ
れている CD-RW ドライブの SCSI ID 番号を選択し、
[ENTER] キーを押してください。

→ [DATA/JOG] ダイアルを使って、“ATAPI”を選択し、
[ENTER] キーを押してください。

関連記述： マスタリングの本番（オ）P.252

● 内蔵または外付けCD-RWドライブのSCSI IDナンバー
を選択します。

→ 内蔵または外部 CD-RWドライブを選択します。

内蔵 CD-RW ドライブの場合は“ATAPI”を、外部 SCSI
機器の場合は該当する SCSI ID を選択します。

関連記述： MASTERING画面→Write CDページ（リ）P.10
CD PLAY画面→CD Play ページ（リ）P.12

● SOURCE欄のDRIVE でCD-RWドライブのSCSI ID
番号が選択されていることを確認します。

→ SOURCE 欄の DRIVEで CD-RW ドライブが選択され
ていることを確認します。

内蔵 CD-RW ドライブの場合は“ATAPI”、外部 CD-RW
ドライブの場合は該当する SCSI ID 番号が表示されま
す。

関連記述： デモソングをCD-ROM からAW4416 のハードディ
スクにリストアする（チ）P.8


